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研究成果の概要（和文）：社会科学において理論的・実証的に重要な社会的ネットワークは、

測定方法がまちまちであり、このため先行研究の知見が一致しないことがある。そこで様々な

指標の信頼性・妥当性について調査研究を行った。特に、桐生市、吹田市、世田谷区、府中市

といった都市度が異なる地域調査データを用いて、社会的資源と密接であるポジション・ジェ

ネレータについて、調査地域に依存しない妥当で信頼できる指標測定について明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：Social network analysis is important in social science, however, 
there are many so different kinds of measurements and variables. Several empirical 
findings on social network tend to be inconsistent. The purpose of this research is to 
clarify validity and reliability of measurements on position generator items. 
Confirmative factor analysis supported measurement invariant model in random sampling 
survey conducted at Kiryu, Suita, Setagaya and Fuchu in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 人々の社会的ネットワークを測定するた
めには、ネーム・ジェネレータ、地位ジェ
ネレータ、資源ジェネレータ等がある。特
に、簡便で効率の良いことから、地位ジェ

ネレータが頻繁に使われるが、質問項目・
選択肢についての基準は国内外で存在せず、
それぞれの調査で個別に測定されている。 
近年、社会関係資本やソーシャルキャピ

タルと言った重要なテーマに関連して研究
が蓄積しているが、用いられている指標に
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は様々なものがあり、研究ごとに測定して
いる中身が異なるため、ファインディング
スが一致しない。さらに、調査項目の本来
の意図にかかわらず有意な効果を持った変
数をネットワークの効果として言及するこ
とや、選択肢の網羅性・相互排他性が満た
されていない項目群を用いての誤った多変
量解析など、示唆には富むが必ずしも正確
でない研究が散見されるようになってい
た。 
 
２．研究の目的 
 
 このような状況において、ネットワーク
の様々な測定法と指標についての方法論的
分析を行い、それぞれの指標の特徴、意味、
違いを明らかにし、より正確な測定のため
の枠組みを明らかにすることが重要である。
ネットワークの測定においては、家族・親
戚・友人・近隣・職場等の領域、相談・援
助・余暇等の相手との関係内容、交際の頻
度や方法、関係の強さ・広さ・深さ等、
様々な項目が扱われてきた。コストがかか
るが詳細な情報を得られる測定法から、簡
便だが効率のよい測定法に至るまで、様々
な質問項目が存在する。本研究では、これ
ら種々な特徴を持つネットワーク指標の妥
当性と信頼性を検証し、指標相互の関連を
明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
 これまで、札幌市、吹田市、世田谷区、
桐生市における郵送地域調査、1995 年・
2005年 SSM調査、1998年・2003年 NFR調査、
2001年・2002年・2004年「情報化社会に関
する全国調査(JIS)」に参加し、1994年以来
一貫して社会階層と社会的ネットワークの
関連を研究している。これらの調査データ
では、様々な角度からネットワーク指標を
比較できるように項目がオーバーラップさ
れている。このため、詳細な比較と結果の
一般性について明らかにすることが可能と
なる。これらの蓄積の上に、効率的に地域
調査を実施し、ネットワーク指標の妥当性
と信頼性の研究を行う。 
 
４．研究成果 
 
(1) ポジション・ジェネレータについて、
群馬県桐生市、大阪府吹田市、東京都世田
谷区といった都市度が異なる三つの地域調
査データを用いて比較分析を行った。検証
的因子分析を行ったところ、いずれの地域

においても配置不変が確認された。指標間
の相関構造の類似性が確認出来たことから、
調査項目はいずれの地域においても同様の
概念を測定していると考えられる。 
また、下図は吹田市、世田谷区の両データ

での親戚・近隣・友人における職業ネットワ
ーク分析についての分析である（n=945, 
CFI=.98, df=122, χ 2=182.4, χ 2/df=1.5, 
RMSEA=.03）。両地域における社会関係資源を
表す潜在変数の測定不変と地位ジェネレー
タの枠組みの支持、その上での、医師・弁護
士などの専門職、会社の社長や役員、小売り
店主・飲食店主などで表される社会関係資源
の地域差を正確に明らかにする平均構造モ
デルでの分析が支持された。このことは、今
後、国内外におけるポジション・ジェネレ
ータの利用において、重要な知見となる。 
他方、都市度・社会階層と、社会的ネッ

トワークとの関連の大きさについては、先
行研究でさまざまなファインディングスが
得られており、興味深い。考えられる理由
として、例えば、用いるデータの違い（全国
調査での都市度比較か、地域調査による地
域間比較か）、学歴・職業・年収などの社会
階層の測定の仕方の違い、社会的ネットワ
ークの測定法のさまざまな違いなどがあり、
これらについて考察を行った。また、社会
階層、社会的ネットワーク、生活の質の間
の関連について、上記地域調査データを用
いて地域間比較分析を行い、都市度に伴っ
て社会階層の効果が異なることを確認した。
結果は３地点の比較に限られているため、
調査データを増やすと共に、全国調査デー
タを用いての比較分析を進めている。 
 
 

 
 
 



 

 

(2) 様々な社会的ネットワークの指標のう
ち、ポジション・ジェネレータ、資源ジェ
ネレータなどについて、群馬県桐生市、大
阪府吹田市、東京都世田谷区といった都市
度の異なる地域データを比較し、検討を行
った。社会的ネットワークの規定因につい
ては、ポジション・ジェネレータによって
測定されたネットワークに対して、都市度
が高いほど、年齢や学歴の効果が強くなる
傾向が見られた。 
また、生活満足や階層帰属などによって

表される生活の質に対して、社会的ネット
ワークが一定の効果を有していた。都市
度・社会階層と、社会的ネットワークとの
関連の大きさについては、都市社会学の文
脈では都市度の効果が強めに分析結果に表
れ、階層論の文脈では社会階層変数の効果
が強めに分析結果に表れるという興味深い
傾向があるが、この点についても地域調査
データと全国調査データを用いて分析を行
った。複数の地域調査データを集めての比
較分析と、全国調査データをサンプリング
地点の人口規模などによって都市度へ分け
る比較分析とでは、都市度として用いられ
る変数の中身が異なるため、都市度の効果
の強さについては、慎重に解釈すべきであ
ることが示唆された（表 1、表 2）。このこ
とは、国内外のネットワークについての先
行研究において知見がしばしば一致しない
という問題について、重要なポイントとな
る可能性がある。 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
都市度に関連する形でネットワークへの

諸変数の効果の大きさが変わる点や、ネッ
トワークへの都市度の効果の大小が調査枠
組みによって異なる傾向については、より
様々な都市度の地域データを含める形で慎
重に分析を行う必要がある。そこで東京都
府中市において実施した無作為抽出郵送調
査を新たに加え、都市度、人口分布、職業
分布、特徴が異なる地域調査についての比
較分析ができるようにデータ整備を進めて
いる。 
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